
西浜町内会からの意見（9 月）等に対する市の対応 

 
 

主な意見等の内容（要点） 
（９月） 

 

 
対応する市の考え 

（１１月） 

 
基本構想における内容 

（1月） 

(ｱ) 本施設の避難床の高さ
は、限りなく１０ｍに。 

基準水位や緩衝空間の安全性
等を踏まえ、高さ･日陰･容積率
等の建築条件及び避難人員の増
減を含め、避難床の高さや面積
等を検討します。 

基準水位や緩衝空間の安全性
等を踏まえ、高さ･日陰･容積率
等の建築条件及び約７３０人
（R2国勢調査より）の避難人
員等を最大限考慮し、たたき台
より０．６ｍ屋上避難床及び中

間床の高さを上げました。 
 

(ｲ) 中間層も、多少上方
に。 

(ｱ)と合わせて検討します。 基準水位以上で、たたき台よ
り０．６ｍ上げました。 
 

(ｳ) 階段・スロープ共に、
道路から直ぐに入れるよう
に変更してください。 

階段及びスロープと避難床の
取付部等の安全性を重視して、
上り口等のレイアウトを検討し
ます。 

階段及びスロープについて、
上り口を道路側に変更しまし
た。また、スロープについて
は、道路上に滞留することを防
ぐため、敷地内からも入れるよ
うにしました。 
 

(ｴ) 鍵は、緊急時には無く
ても入れるように。フェン
スが階段・スロープの邪魔
にならないように、無くて
もよい。 

災害時に、入口の鍵を壊して
入れるように考えています。フ
ェンスについては、平常時の保
安対策のため設置が必要と考え
ています。 
 

同左 

(ｵ) 中間層にも床を設置し
て欲しい。 

(ｱ)と合わせて検討します。 中間階に１１４㎡（約１９０
人）の避難床を設置しました。 
 

(ｶ) 地面部分は､今後､会館
等を建設することが可能な
ように考慮されたい。 

 

本施設の整備用地において、
集会施設等の建設を考えていま
せん。 

同左 

(ｷ) 日除け・雨除けに配慮
願いたい。 

(ｱ)と合わせて検討します。 中間層に避難床（１９０人）
及び倉庫（１６２㎡）を設置し
ました。また屋上避難階には、
容積率の関係から屋根の設置が
出来ないため、タープなどによ

る対応等を検討していきます。 
 

資料２－２ 



(ｸ) 簡易トイレは３日間の
対応は可能か。 

備蓄や設備等については、全
市的な避難施設との整合性を踏

まえ、他の避難施設の状況と合
わせて、仕様や数量等を検討し
ます。 
 

同左 

(ｹ) (地元説明会における)
本施設の高さについて、最
大基準水位が３．４ｍだか
ら安全を（３ｍ）見て、避
難床の高さを６．４ｍとし
たとのことだが、住民とし
ては、１１．５ｍの想定津
波（最大波の高さ）に対し

て、また川からの浸水も想
定される環境で、６．４ｍ
で安全なのかという疑問で
一杯です。住民の意見や本

施設に対する信頼をも与え
るような丁寧な対応をお願
いしたい。 
 

地元説明会や自治会からの意
見等を踏まえ、基準水位を含め
た津波の高さの考え方等につい
て、津波防災地域づくりに関す
る法律に基づく基準水位を公表
した神奈川県の説明、及び津波
対策における最新の専門的知見
を有する学識経験者の意見等を

参考に、地元住民に丁寧に説明
します。その上で、本施設の整
備に係る基本構想における方向
性等をお示しします。 

令和４年１１月３日に、神奈
川県及び市より基準水位につい
て、津波対策における最新の専
門的知見を有する学識経験者の
意見等も参考に説明しました。
また、今後も一時的な緊急避難
場所から避難所までの移動ルー
ト等に係る避難計画や、自助・

共助・公助のそれぞれに必要と
される備蓄資機材の考え方等も
含め、市民の不安解消につなが
るよう、様々な機会をとらえて

説明していきます。 

(ｺ) 早めの完成を願いま
す。 

この地区における津波避難対
策を喫緊の課題と捉え、早期の
完成に向けて、本施設の整備を
進めます。 

 

同左 

        

 

 


